






























平成 23 年 3 月 
 
国立大学法人長崎大学工学部 





平成 22 年度 成果報告書 
 
長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 
センター長  松 田 浩 
 
観光ナガサキを支える“道守”養成ユニットも３年目を終了しました。おかげさまで、




















平成 23 年 3 月 11 日開催の報告会では、これまでの 3 年間実施して参りました内容の中
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第 1 回運営協議会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光長崎を支える“道守”養成ユニット 










・認定者 OB 会の開催について 
・道しるべ第 4 号の発行 
2.審議事項 (1)平成 22 年度道守、特定道守、道守補（前期）の受講者の選考について




・道守養成コースの受講希望者 3 名から、3 名全員を受講者として選出し
た。 
・特定道守養成コースの受講希望者 14 名から、14 名全員（コンクリート































第 2 回運営協議会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光長崎を支える“道守”養成ユニット 









1.報告事項 ・道守補助員コース 2 会場（雲仙会場、上五島会場）の終了 
・道しるべ第 5 号の発行 
・中間評価用報告書の提出、ヒアリング日程の決定 
2.審議事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について（森田委員が説明） 
(2)道守補コース（後期）養成者の選考について（ 〃 ） 
3.決定事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について 
・道守補コース（前期）受講者 12 名に平成 21 年度道守補コース（後期）


















・次回の運営協議会を 1 月中旬に開催することとなった。 
特記事項 特になし 
 
第 3 回運営協議会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光長崎を支える“道守”養成ユニット 










議事 第 3 回運営協議会開催、道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コー
スの合否判定について、平成 23 年度年間スケジュールについて ほか 
1.報告事項 ・平成 22 年度成果報告会開催予定 
2.審議事項 (1) 道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について
（幹事長（森田准教授）が説明） 
(2) 平成 23 年度年間スケジュールについて（ 〃 ） 
3.決定事項 (1)道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 
・試験結果について 
道守補助員コースについて 4 会場 33 名の試験結果について説明があり、
受講者全員の合格が了承された。 
－ 7 －
道守補コース（後期）受講者 16 名中 15 名（1 名未受験）に前期の不合格


















範囲の試験時間の延長」の 4 点の改善策の提案があり了承された。 



























第 1 回運営協議会幹事会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 













・認定者 OB 会の開催について 
・道しるべ第 4 号の発行 
2.審議事項 (1)道守、特定道守、道守補養成コース受講者の選考（幹事長（森田准教授）
が説明） 
(2)道守補養成コース（後期）の開催計画について（ 〃 ） 
(3)認定者の活動、更新について（ 〃 ） 
(4)道守補助員コース開催について（ 〃 ） 
3.決定事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 
・道守養成コースの受講希望者 3 名から、3 名全員を受講者として選出し
た。 
・特定道守養成コースの受講希望者 14 名から、14 名全員（コンクリート

































第 2 回運営協議会幹事会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 










議事 第 2 回運営協議会幹事会開催、道守補コース（前期）合否判定、道守補コ
ース（後期）養成者の選考について 
1.報告事項 ・道守補助員コース 2 会場（雲仙会場、上五島会場）の終了 
・道しるべ第 5 号の発行 
2.審議事項 (1) 道守補コース（前期）合否判定について（幹事長（森田准教授）が説
明） 


















・ 次回の運営協議会幹事会を 12 月末から 1 月初旬に開催することとなっ
た。 
特記事項 ・ 特になし 
 
第 3 回運営協議会幹事会議事録 
プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 
課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 










議事 第 3 回運営協議会幹事会開催、道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道
守コースの合否判定について、平成 23 年度年間スケジュールについて ほ
か 
1.報告事項 ・平成 22 年度成果報告会開催予定 
2.審議事項 (1) 道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について
（幹事長（森田准教授）が説明） 
(2) 平成 23 年度年間スケジュールについて（ 〃 ） 
3.決定事項 (1)道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 
・試験結果について 
道守補助員コースについて 4 会場 33 名の試験結果について説明があり、
受講者全員の合格が了承された。 
道守補コース（後期）受講者 16 名中 15 名（1 名未受験）に前期の不合格















範囲の試験時間の延長」の 4 点の改善策の提案があり了承された。 




































氏 名 役 職 所 属 担 当 
松田 浩 教授 構造工学科 講義・実習 


























上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 実習 





酒井 進一 係長 
長崎県五島振興局上五島
支所 建設部 道路課 
講義・実習 上五島地区の道
路構造物の現状 
前田 逸朗 主任技師 
長崎県五島振興局上五島
支所 建設部 道路課 
講義・実習 上五島地区の道
路構造物の現状 






田添 智宏 係長 
長崎県対馬振興局  





























































副島塗装(株) 講義・実習 対馬会場 
 
◆道守補コース 
氏 名 役 職 所 属 担 当 
松田 浩 教授 構造工学科 講義 
中村 聖三 教授 社会開発工学科 講義 




蒋 宇静 教授 社会開発工学科 講義 
森山 雅雄 准教授 情報システム工学科 演習 
－ 15 －



















































諫早市役所 土木部  
道路維持課 
実習 











上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習・実習 
安波 博道 部長 土木研究センター 講義 
阿部 允 代表取締役 ㈱ビーエムシー 講義・実習 












氏 名 役 職 所 属 担 当 
松田 浩 教授 構造工学科 講義 
中村 聖三 教授 社会開発工学科 講義 




夛田 彰秀 教授 社会開発工学科 講義 
勝田 順一 准教授 構造工学科 講義・演習 








森山 雅雄 准教授 情報システム工学科 講義 
本村 文孝 准教授 機械システム工学科 演習 






























上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習 
－ 17 －
安波 博道 部長 土木研究センター 講義・演習 
阿部 允 代表取締役 ㈱ビーエムシー 講義・演習 




















山田 健太郎 名誉教授 名古屋大学 特別講演 




氏 名 役 職 所 属 担 当 
阿部 雅人 主幹研究員 ㈱ビーエムシー 講義 























◇対 象  ：一般市民 
◇講義レベル：一般市民レベル 
◇募集方法 ：県、市町を通じてアダプト、愛護団体への参加協力依頼、新聞、HP、回覧板 
◇募集人員 ：40 名程度 
◇応募数  ：33 名 
◇受講者数 ：合計 33 名（雲仙会場 8名・上五島会場 6名・東彼杵会場 9名・対馬会場 10 名） 
◇受講者属性：建設業関係、市役所等、自営業、ＯＢ 
◇実施時期 ： 6 月 26 日(土) 雲仙会場（国民宿舎「望洋荘」） 
8 月 1日(日)  上五島会場（五島振興局上五島支所 会議室） 
9 月 18 日(土) 東彼杵会場（東彼杵町総合会館 研修室） 
10 月 3 日(日)  対馬会場（美津島文化会館 大会議室） 
◇講義時間 ： 9:30～15:30 
◇講義概要 ：講義・現場実習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：筆記試験( 4 択問題 10 題)  面接試験（筆記試験が合格点に達していない人） 









































  ・安全を損なう恐れのある変状について 
  ・点検の一般知識（安全、取組み、写真撮影、秘密保持） 










講 義 名 長崎県の道路と道路構造物の状況 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 9:50～10:10 
担 当講師名 森田 千尋、渡部 祐介 














講 義 名 道守の紹介と役割 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 9:30～9:50 
担 当講師名 松田 浩、森田 千尋 














講 義 名 コンクリート構造物について 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 10：20～10：50 
担 当講師名 郡家 光徳、森 史朗、吉川 國夫 
時 間 数 0.5 時間 
内 容 
1．コンクリート構造物について 








講 義 名 鋼構造物について 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 11：00～11：30 
担 当講師名 江頭 徹、田島 俊彰、副島 一郎、渡部 祐介 

















講 義 名 トンネル・道路・斜面について 
講 義 形 態 講義 
実 施 時 間 11：40～12：10 
担 当講師名 杉本 知史、木原 真、今村 音英、山田 猛 









講 義 名 点検について 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 時 間 13：00～15：10 
担 当講師名 松田 浩、森田 千尋、杉本 知史、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 



























































今年度の道守補助員の受講生は、雲仙会場 8 名・上五島会場 6 名・東彼杵会場 9 名・対馬会場




































































































































































































































































































































































◇募集人員 ：前期 10 名程度 
  後期 15 名程度 
◇応募者数 ：42 名 
◇受講者数 ：前期 12 名 
  後期 16 名 
◇実施時期 ：前期 5 月 14 日(金)～7 月 9 日(金) 正味 8 日間 
  後期 10 月 8 日(金)～11 月 19 日(金) 正味 8 日間 
◇講義時間 ：13:00～18:00（カリキュラム参考）※39 時間 
◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：前期 7 月 24 日(金) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 
  後期（下五島）12 月 10 日(金) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 

































































































































































































講 義 名 構造物維持管理概論 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)14:00～14:50 
後期：10 月 8 日(金)14:00～14:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 松田 浩 










講 義 名 道守の役割 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)13:00～13:50 
後期：10 月 8 日(金)13:00～13:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 松田 浩 













講 義 名 橋梁概論 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)15:00～15:50 
後期：10 月 8 日(金)15:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 松田 浩 











講 義 名 斜面・トンネル・舗装の維持管理(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)16:00～17:50 
後期：10 月 8 日(金)16:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 蒋 宇静、杉本 知史 
















講 義 名 コンクリート構造物点検概論(1)～(3) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 21 日(金)13:00～15:50 
後期：10 月 15 日(金)13:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 出水 享 













講 義 名 コンクリート構造物点検事例(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 21 日(金)16:00～17:50 
後期：10 月 15 日(金)16:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 上阪 康雄 














講 義 名 鋼構造物点検概論(1)～(3) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 28 日(金)13:00～15:50 
後期：10 月 22 日(金)13:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 勝田 順一、安波 博道、中村 聖三 
時 間 数 3 時間 
内 容 
1．鉄鋼材料の溶接 
1.1 鉄金属の分類  1.2 鉄鋼材料  1.3 溶接 
2．主な損傷・一般 
2.1 一般  2.2 防食機能の劣化・腐食  2.3 疲労 
2.4 遅れ破壊 
3．点検・検査 
3.1 一般  3.2 点検の種類  3.3 主な点検項目と調査方法 
3.4 損傷判定基準と対策区分判定  3.5 各種非破壊検査 
 
講 義 名 鋼構造物点検事例 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 5 月 28 日(金)16:00～17:50 
後期：10 月 22 日(金)16:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 
















講 義 名 長崎県の道路構造物の現状 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期：  6 月 4 日(金)13:00～13:50 
後期：10 月 29 日(金)13:00～13:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 山口 英人 









講 義 名 道路構造物の維持管理に関する安全管理 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 
前期： 6 月 11 日(金)13:00～13:50 
後期：10 月 29 日(金)14:00～14:50 
実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 
後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 
担 当 講 師 名 末弘 義守 
















講 義 名 コンクリート構造物点検演習(1)(2) 
講 義 形 態 講義、演習 
実 施 日 時 
前期：6 月 4 日(金)14:00～17:50、6 月 11 日(金)14:00～17:50 
後期：(講義)10 月 29 日(金)15:00～15:50 
(演習)11 月 4 日(木)13:00～16:50、11 月 5 日(金)9:00～11:50 
実 施 場 所 
前期：(講義)工学部 6 番講義室、(演習)長崎大学敷地内 
後期：(講義)五島振興局、長崎県建設技術センター 
(演習)長崎大学敷地内 
担 当 講 師 名 上阪 康雄、森山 雅雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 










































































講 義 名 コンクリート構造物点検実習 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 日 時 
前期：6 月 18 日(金)13:00～17:50 
後期：(五島)11 月 11 日(木)13:00～17:50 
   (大村)11 月 18 日(木)13:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：梨ノ木橋、小松橋 
後期：(五島)川原橋、久木崎 3 号橋 
   (大村)庵ノ川内橋、山口橋、下大渡野高架橋 
担 当 講 師 名 森田 千尋、上阪 康雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、 
































長崎大学  ⇒  梨ノ木橋現場実習  ⇒  小松橋現場実習  ⇒  長崎大学 


















五島振興局  ⇒  川原橋現場実習  ⇒  久木崎3号橋現場実習  ⇒ 五島振興局

























NERC ⇒ 庵ノ川内橋、山口橋現場実習  ⇒  下大渡野高架橋現場実習 ⇒ NERC 


































































架設年次：1968 年（昭和 39 年）、橋長：約 46.0m、全幅員：8.0m、 









































架設年次：1988 年（昭和 63 年）、橋長：約 18.8m、全幅員：25.8m、 























































































































































































































































































































































講 義 名 鋼構造物点検演習 
講 義 形 態 講義、演習 
実 施 日 時 
前期：6 月 25 日(金)13:00～16:50 
後期：(講義)10 月 29 日(金)16:00～16:50、 
(演習)11 月 5 日(金)13:00～15:50 
実 施 場 所 
前期：(講義)工学部 6 番講義室、(演習)インフラ長寿命化センター 
後期：(講義)五島振興局、長崎県建設技術センター 
(演習)インフラ長寿命化センター 
担 当 講 師 名 白仁田 聖紀、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 








































































講 義 名 鋼構造物点検実習 
講 義 形 態 現場実習 
実 施 日 時 
前期：7 月 2 日(金)13:00～17:50 
後期：(五島)11 月 12 日(金)13:00～17:50 
   (大村)11 月 19 日(金)13:00～17:50 
実 施 場 所 
前期：荒川橋、南串橋 
後期：(五島)向橋、宇里橋 
   (大村)福田橋、小長井大橋 
担 当 講 師 名 阿部 允、森田 千尋、上阪 康雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 










長崎大学  ⇒  荒川橋現場実習  ⇒  南串橋現場実習  ⇒  長崎大学 
























五島振興局  ⇒  宇里橋現場実習  ⇒  向橋現場実習  ⇒  五島振興局 


















NERC  ⇒  福田橋現場実習  ⇒  小長井大橋現場実習  ⇒  NERC 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































◇実施日：前期：7 月 24 日（金） 後期：12 月 10 日（金）、12 月 17 日（金） 















































































・遠方からの場合、丸 1 日講義を受けたほうが良い。 











































































































































































































































◇募集人員 ：各 3 名程度（計 6 名） 
◇応募者数 ：10 名 
◇受講者数 ：コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名（計 14 名） 
◇実施時期 ：5 月 14 日(金)～10 月 1 日(木) 正味 17 日間 
◇講義時間 ：カリキュラム参考 ※81 時間 
◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ：11 月 6 日(土) 
筆記試験 1(4 択問題 25 問) 
筆記試験 2-1(4 択問題 15 問＋用語説明(500 字以内)) 




















































プロジェクト演習 7 9 月 24 日（金）10:00～17:50 






講 義 名 技術者倫理 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 16 日（金）13:00～13:50 
実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 
担 当 講 師 名 夛田 彰秀 












講 義 名 化学分析(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 16 日（金）10:00～11:50 
実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 
担 当 講 師 名 田邉 秀二 













講 義 名 計測モニタリング(1)(2) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 7 月 30 日（金）13:00～14:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 森山 雅雄 













講 義 名 環境工学(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 16 日（金）14:00～15:50 
実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 
担 当 講 師 名 夛田 彰秀、森山 雅雄 












講 義 名 情報処理(1)(2) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 7 月 30 日（金）15:00～16:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 森山 雅雄 








講 義 名 斜面、トンネル、舗装の維持管理 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 7 月 16 日（金）16:00～17:30、7 月 23 日（金）10:00～14:30 
実 施 場 所 工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 石田 耕生、杉田 哲郎、光谷 修平、佐藤 秀文 



















講 義 名 特別講演(1) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 10 月 1 日（金）13:00～14:30 
実 施 場 所 工学部 3 番講義室 
担 当 講 師 名 山田 健太郎 










講 義 名 特別講演(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 10 月 1 日（金）14:50～16:20 
実 施 場 所 工学部 3 番講義室 
担 当 講 師 名 花井 拓 

















講 義 名 コンクリート材料概論 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 5 日（木）9:00～9:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 松田 浩 







（Ultra high strength fiber reinforced concrete, UFC） 
※コンクリート構造コース 
 
講 義 名 調査手法(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 5 日（木）10:00～11:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 松田 浩 


















講 義 名 予測・評価方法・判定基準(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 5 日（木）13:00～14:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 松田 浩 
















講 義 名 材料実験(1)～(4) 
講 義 形 態 演習 
実 施 日 8 月 5 日（木）15:00～16:50、8 月 26 日（木）13:00～14:50 
実 施 場 所 工学部 構造材料実験室 
担 当 講 師 名 出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 











       ・主筋＋スターラップを有する試験体 
       ・鋼繊維補強コンクリートを使用した試験体 
※コンクリート構造コース 
－ 86 －
講 義 名 コンクリート施工 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 26 日（木）9:00～9:50 
実 施 場 所 工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 濱田 秀則 














講 義 名 対策・補修・補強工法(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 26 日（木）10:00～11:50 
実 施 場 所 工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 濱田 秀則 



















講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 26 日（木）15:00～17:50、9 月 10 日（金）9:00～11:50 
実 施 場 所 工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 上阪 康雄 


















(2) 9 月 10 日（金） 
・塩害を受けた PC 橋の詳細調査 
 荷重車、非破壊検査、はつり 
・耐荷力の評価・診断 










講 義 名 材料概論(1)～(3) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 6 日（金）9:00～11:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三、才本 明秀 












講 義 名 診断のための測定(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 6 日（金）13:00～14:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 
担 当 講 師 名 森田 千尋、中村 聖三 

















講 義 名 損傷部材の評価(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 6 日（金）15:00～15:50、8 月 27 日（金）13:00～13:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室、工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一 












講 義 名 補修・補強概論(1)(2) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 6 日（金）16:00～16:50、8 月 27 日（金）14:00～14:50 
実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室、工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三 


















講 義 名 材料実験(1)～(3) 
講 義 形 態 演習 
実 施 日 8 月 6 日（金）17:00～17:50、8 月 27 日（金）10:00～11:50 
実 施 場 所 工学部 実験室 
担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一、森田 千尋、本村 文孝、河野 和芳 






































講 義 形 態 講義 
実 施 日 8 月 27 日（金）15:00～17:50、9 月 10 日（金）13:00～15:50 
実 施 場 所 工学部 6 番講義室 
担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 

































講 義 名 プロジェクト演習(1)～(7) 
講 義 形 態 現場実習、講義 
実 施 日 9 月 24 日（金）9:30～17:30 
実 施 場 所 工学部 5 番講義室 
担 当 講 師 名 
山根 誠一、森田 千尋、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、高西 正人、
浦本 和儀 




































時 間 帯 内           容 備 考 




 13:00～13:20(20 分) ワークショップの
概要説明 
            自己紹介 
 13:20～13:40(20 分) 橋梁概要（長崎県）
【劣化原因推定】 
13:40～14:10(30 分) 






【休 憩(10 分)】 
【補修・補強工法】 
15:40～16:20(40 分) 
【休 憩(10 分)】 
【発表・討議】 
16:30～17:15(45 分) ※15 分×3 グル
ープ 
【調査内容、原因推定、補修（長崎県）】 

















































橋長:171.0m、幅員:10.25m、径間数:5 径間、架設年次:1982 年（昭和 57 年） 

















































































































◇実施日：11 月 6 日（土） 

























































































































































































◇募集人員 ：3 名程度 
◇応募数  ：3 名 
◇受講者数 ：3 名 
◇実施場所 ：長崎大学文教キャンパス 
◇実施時期 ：5 月 14 日(金)～10 月 21 日(木) 
◇講時時間 ：カリキュラム参考 ※25 日間 119 時間 
◇講義概要 ：講義・演習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認定試験 ： 
11 月 6 日（土）筆記試験１  ：四者択一 25 問 
筆記試験２－１：四者択一 20 問＋用語説明 2分野(各 500 字以内) 
筆記試験２－２：論文形式問題 2分野(各 1000 字以内) 
















































プロジェクト演習 7 9 月 24 日（木）10:00～17:50 
アセットマネジメント 4 9 月 30 日（木） 9:00～12:50 
リスクマネジメント 4 10 月 7 日（木）  9:00～12:50 
道守総合演習 6 10 月 14 日（木） 9:00～15:50 
建設一般 2 10 月 14 日（木）16:00～17:50 
ライフサイクルアセスメント 4 10 月 21 日（木）13:00～16:50 




講 義 名 リスクマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 10 月 7 日（木）9:00～12:50 
実 施 場 所 工学部 6番講義室 
担 当 講 師 名 阿部 雅人 

















講 義 名 アセットマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義 
実 施 日 時 9 月 30 日（木）9:00～12:50 
実 施 場 所 工学部 6番講義室 
担 当 講 師 名 阿部 雅人 








講 義 名 ライフサイクルアセスメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 時 間 10 月 21 日（木）9:00～12:50 
実 施 場 所 工学部インフラ長寿命化センター会議室 
担 当 講 師 名 髙木 朗義 















講 義 名 建設一般(1)(2) 
講 義 形 態 ディスカッション、プレゼンテーション 
実 施 時 間 10 月 14 日（木）16:00～17:50 
実 施 場 所 工学部インフラ長寿命化センター会議室 
担 当 講 師 名 山根 誠一 















講 義 名 道守総合演習(1)～(6) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 時 10 月 14 日（木）9：00～15：50 
実 施 場 所 工学部インフラ長寿命化センター会議室 
担 当 講 師 名 金子 哲也 





























































































































































































































































































６．１ H22 年度の実施項目と役割分担実績 
 
平成 22 年度は、“道守”養成の基となるカリキュラム・教材を開発しつつ、5 月から
道守コース 3 名、特定道守コース 14 名（コンクリート構造：9 名、鋼構造：5 名）、道守
補コース 28 名（前期：12 名、後期：16 名）、道守補助員コース 33 名の養成対象者を受








































































































開催日 講演会名 内容 
平成 22 年 





平成 22 年 
5 月 12 日 
道守長崎会議総会 屋台村に出展 
平成 22 年 
6 月 5 日 
科学・技術フェスタ in 京都 
第 7 回地域再生プログラ
ム連絡会議 
平成 22 年 
9 月 1 日 
土木学会全国大会 発表 
平成 22 年 
10 月 7 日 8 日 
ながさき建設技術フェア 2010 話題提供 
平成 22 年 





平成 22 年 
10 月 11 日 
第二回端島炭坑等調査検討調査委員会 参加 
平成 22 年 







・道しるべ 3 月号発行 
・6 月 3 日 建設情報誌 C-net 通信 voL25 掲載 
・道しるべ 6 月号発行 
・8 月 25 日 建設情報誌 C-net 通信 voL33 掲載 
・道しるべ 9 月号発行 
・11 月 30 日 JANU19 号に掲載決定 
・道しるべ 12 月号発行 
















講演者：東京大学生産技術研究所 准教授 牧野浩志 氏 
演題「交流地域づくりと道守への期待」 
・10/05/26 第 1 回道守認定者のつどい総会を開催 
・10/06/05 科学・技術フェスタ in 京都 -平成 22 年度 産学官連携推進会










・10/09/10 ＪＳＴ 清水氏、荒巻氏、岸田氏と打ち合わせ 
・10/09/24 特定道守プロジェクト演習(ワークショップ形式)を実施 
(長崎県 高西氏、浦本氏、外部講師 山根氏) 
・10/10/01 特別講演開催 
(名古屋大学 山田健太郎先生、(独)土木研究所 花井拓氏) 






・10/10/08 中間ヒアリング(JST 東京支部)にて 3 年目までの進捗について報告 
・10/10/08 道守補(後期)コースを、五島、大村会場にて開催 
・10/10/11 第二回端島炭坑等調査検討調査委員会に参加 
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